
茨城大学農学部の見学が開催されました 

研究推進部 研究推進室 後藤眞宏 

7月8日、茨城大学農学部から、当部門の水理実験装置の見学のために、学生 12名、引率者

2名の計 14名が来所されました。 

農工研到着後、風洞造波実験棟に移動し、津波や自然災害に関する情報について水利工学研

究領域水利制御グループの吉永育生グループ長から説明がありました。その後、海岸堤防の模

型に津波を発生させる実験のデモンストレーションがありました。 

吉永グループ長 

堤防を乗り越える津波を再現する実験 
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次に、水利工学研究領域水利制御グループの人見忠良主任研究員と技術移転部の中矢哲郎

教授から「開水路ゲート制御システム」について、水理模型を用いて説明がありました。 

 

 

人見主任研究員            中矢教授 

 

 

その後、研究本館に移動して、当部門に勤務する茨城大学卒業生（３名）との懇談の場を設け

ました。まず、3 名の OB/OG から、大学から就職そして現在の状況について説明があり、質疑

応答がなされました。 

 

 

藤田研究員           森山上級研究員     寺家谷研究員 

 

大型の水理実験施設の見学、そして先輩研究者との意見交換は、今後の学生生活に活かされ

るのではと感じました。 
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